
               

            

新年度がはじまり、約２ヶ月が経過しました。１年生は徐々に中学校生活に慣れ、楽しそうに授業や部

活動等に取り組んでいます。また、２・３年生も先輩としての自覚が生まれ、イキイキと学校生活に取り

組めています。 

さて、先日行われた運動会では、クラスや学年、学校全体が気持ちを一つにし、熱い心で取り組むこと

ができました。ご多用の中、応援に駆けつけていただいた保護者の皆さま、ありがとうございました。 

【運動会の様子】 5月 18 日（木）  【スローガン：走り出せ大中 ～ とまらない未来へ ～】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇６・７月前半行事予定◇ 

 

 

 

 

 

 

令和 ５年度 ２号 

５月２３日（火）発行 

文 責  大麻中学校長 

 6 月 1 日（木）1 学期中間テスト         6 月 22 日（木）校内人権に関する意見発表会 

6 月 5 日（月）北部 A ブロック総体激励会    6 月 23 日（金）第２回尿検査 

6 月 8 日（木）歯科検診（全学年）       6 月 30 日（金）第３回尿検査 

6 月 9 日（金）第 1 回尿検査          7 月 3 日（月）県総体激励会 

6 月 10 日（土）～18（日）北部 A ブロック総体   7 月 7 日（金）鳴門市人権問題意見発表会 

6 月 15 日（木）内科検診（2 年、1-2）      7 月 8 日（土）～23（日）まで県総体 

6 月 16 日（金）耳鼻科検診（1 年、2・3 年一部） 7 月 20 日（木）夏休み前集会 

 

 
☆令和５年度の行事がスタート☆ 

    

   入 場       ３年団体種目     ２年個人種目     ３年個人種目 

    

１年団体種目     ２年団体種目     １年個人種目   ３-１パフォーマンス   

    

３-２パフォーマンス     綱引き       選抜リレー     金賞の学級旗 

爽やかな晴天のもと、一人一人が自分の役割をしっかりと果たし、大中生らしい誠実な全力プレ

ーが見られました。各学年の団体種目や綱引き、選抜リレー等では、クラスの勝利をめざし、一致

団結した取組に応援にも力が入りました。また、個人種目や 3年生のパフォーマンスでは、それぞ

れの個性が輝いていました。本年度はじめての学校行事でありましたが、準備から当日まで、生徒・

教職員・保護者が一体となることができました。本当に素敵な思い出になったと思います。 



◇未来を開く力  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非認知的能力とは？ 

あまり聞きなれない言葉ですね。非認知能力とは、下記の図のような「目標に向かって頑張る力」や「人

とうまく関わる力」、「感情をコントロールする力」などをさします。一般的には、人の成長を評価するもの

さしとして、学校で学ぶ学力のように数値化できる能力（認知能力）に基づいて評価しがちではありますが、

数値化しにくいその人の思考や習慣、特徴や性格など（非認知能力：心の力）がその人の成長を支え、可能

性を広げる力になっていることが多いのも事実です。 

目標に向かって、頑張る力や最後までやり切る力、失敗から立ち上がる力や人とのコミュニケーション能

力、他者と協働して取り組める力などが、その人を支え、人生を切り拓いていく力になります。 

 

 

 

   

生徒の皆さん、あなたの 5 年後、１０年後はどのような自分になっているのでしょうか？ 

今月は「未来を開く力」として、京都セラミックや KDDIを創業し、JAL（日本航空）を復活させ

た稲盛和夫さんの考え方を紹介します。 

稲盛さんは、「人生の方程式ととして、『人生・仕事の結果＝考え方×熱意×能力』が大切

であると説かれています。考え方として、自分さえよければいいという自己中心的な考え方

でなく、他者の幸せを考えた「利他」の考え方を優先すること。また、熱意については、困

難があるときに、すぐに言い訳をして諦めるのではなく、何とか成功させよう、最後までや

り遂げようと工夫する姿勢の重要性を説いています。今のあなたは、どうでしょうか。  

社会で活躍し、多くの人に良い影響力を与えている人の生き方を見ると、他者の幸せを考

えた「利他の考え方」や、「何とか成功させようとする熱意」を持った方々が多くの人から

応援され、成功につながっていることに気づきます。 

多くの人の幸福につながる「なりたい自分（目標）」を見つけることが、熱意につなが

り、それに向けた粘り強い積み重ねが能力を一段と高め、幸福を創造することにつながりま

す。幸福を創造する具体的な目標を考え、それを達成するための自分なりの「良い習慣」を

続けましょう。社会に貢献できる自分の強みが作れるよう、ともに頑張っていきましょう。                                               


